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はじめに

富山県内における弥生時代の墓は中期後葉以降、方形周溝墓が主要な墓制となる。その他、土坑墓・

甕棺墓なども確認されるが、今回は主要な墓制となる方形周溝墓を中心に県内の様相を示しておく。

１ 中期の様相

６遺跡で２４基の方形周溝墓が確認されている（表１）。高岡市の佐野台地北部縁辺部を中心に分布

する。中期の遺跡は県内各地で確認されているが、方形周溝墓の分布に片寄りがあることは、墓制採

用のあり方に違いがあった可能性がある。

方形周溝墓の平面形態は周溝の四隅、もしくは１か所が切れる形態となる。石塚遺跡・石名瀬A

遺跡で両者が確認されるが、形態の違いにより構築位置・方位の規範が異なる傾向がある（図１）。

規模は、長軸で最大１１．７m以上、最小４．３mとなる。墳丘の面積では最小で１３㎡（高島A遺跡 SX

０１）、最大で１３４．６㎡以上（下黒田遺跡 SZ１）となり、明確な規模の違いが存在する（グラフ１）。

集落との関係では、建物を切るように方形周溝墓が造営される例や、工房址が近接して確認される

例などから、居住域と墓域とが明瞭に分離せず、隣接していたことを示す。

２ 後期～終末期の様相

県内では後期以降も主要な墓制は方形周溝墓で、１０遺跡で計９９基に及ぶ（表２）。終末期にかけて

はそれ以外に、四隅突出型・前方後方型の墳丘墓も確認される。

形態は方形周溝墓では四隅、もしくは数カ所の隅が途切れる形態を中心とするが、周溝１辺の中央

部が切れる形態が下佐野遺跡や百塚遺跡で、前方後方墳（墳丘墓）に先行して構築される（図２）。

規模は後期における方形周溝墓では百塚遺跡 SZ１９が約２７０㎡と隔絶した規模を誇る。それ以下では

１５０㎡前後・１１０～７５㎡・５０㎡未満の規模に分かれる。終末期には１１０㎡以上・８４～６０㎡・６０㎡未満の

規模に分かれる（グラフ２・３）。

集落との関係では、布目沢北遺跡では後期の居住域が終末期には墓域となる。下佐野遺跡では終末

期に居住域から墓域へと変わる。南太閤山�遺跡では谷を挟んで居住域と墓域とが対峙する。千坊山
遺跡群では丘陵上に位置する墓域の眼下に集落が形成される。このように、居住域から墓域へ土地利

用が変わることがあるが、同時に居住域・墓域としての利用は行われず、分離された状態となる。

また、方形周溝墓は後期～終末期に県内各地で確認されるが、円形周溝墓は終末期以降、主に県東

部で採用される。円形周溝墓は弥生時代前期には岡山県・香川県付近の備讃瀬戸沿岸地域に定着した

後、中期以降は播磨灘沿岸を経て東方・北方に拡大し、庄内期では摂津を中心に河内・大和・京都丹

波・琵琶湖沿岸地域へ分布域を広げるように、東偏傾向にあるとされる（岸本２００１）。こうした動向

の中で富山県東部へ波及したとするには、今後の検討がさらに必要となろう。

おわりに

県内の弥生時代における墓制は、中期以降に方形周溝墓を中心とし、終末期には四隅突出型墳丘墓・

前方後方型墳丘墓が加わる。また、県東部に円形周溝墓が確認できる。方形周溝墓の規模は各時期に

複数のランクがあり、階層的な序列があった可能性を示唆している。墓域と集落との関係は、中期で

は近接、後期以降では分離する傾向がある。
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図１ 中期の事例

図２ 後期～終末期の事例
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表１ 富山県内弥生時代中期方形周溝墓一覧

表２ 後期～終末期の主要遺跡毎墳墓数

参考文献

射水市教育委員会 ２００７『高島A遺跡発掘調査報告』
岡田一広 ２００５「富山平野における弥生墓制」『季刊考古学』第９２号 雄山閣
小矢部市教育委員会 １９７９『富山県小矢部市 平桜川東遺跡』
鹿島昌也 ２０１２「第�章 総括」『富山市 百塚遺跡発掘調査報告書』富山市教育委員会
岸本一広 ２００１「弥生時代の低地円丘墓について」『兵庫県埋蔵文化財研究紀要』創刊号 兵庫県教育委員会埋蔵文化

財調査事務所
上市町教育委員会・富山県埋蔵文化財センター１９８１『北陸自動車道遺跡調査報告 上市町遺構編』
上市町教育委員会 １９９９『富山県上市町 放士ヶ瀬北遺跡発掘調査概報』
新湊市教育委員会 ２０００『富山県新湊市 高島A遺跡発掘調査概要』
高岡市教育委員会 １９９３『市内遺跡調査概報�』
高岡市教育委員会 １９９５『石塚遺跡調査概報�』
高岡市教育委員会 ２００７『石塚遺跡調査報告』
高岡市教育委員会 ２０１１『下佐野遺跡調査報告�』
高岡市教育委員会 ２０１２『石名瀬A遺跡発掘調査報告』
富山県教育委員会 １９７０『囲山遺跡』
富山県教育委員会 １９８３『都市計画街路 七美・太閤山・高岡線内遺跡群発掘調査概要』
富山県教育委員会 １９８４『都市計画街路 七美・太閤山・高岡線内遺跡群発掘調査概要（２）』
富山県文化振興財団 ２０１３『下黒田遺跡 下佐野遺跡 諏訪遺跡 蔵野町東遺跡 蔵野町遺跡 駒方南遺跡発掘調査報告』
富山県埋蔵文化財センター １９８９『三谷遺跡・一ツ山古墳群』
富山県埋蔵文化財センター ２０１１『富山県高岡市 下佐野遺跡発掘調査報告書』
富山県埋蔵文化財センター・大門町教育委員会 １９９１『大門町企業団地内遺跡発掘調査報告（１）』
富山県埋蔵文化財センター・大門町教育委員会 １９９２『大門町企業団地内遺跡発掘調査報告（２）』
富山市教育委員会 １９７５『富山市 杉谷（A･G･H）遺跡発掘調査報告書』
富山市教育委員会 ２０００『富山市 水橋清水堂南遺跡』
富山市教育委員会 ２００９『富山市 百塚住吉遺跡 百塚住吉B遺跡 百塚遺跡遺跡発掘調査報告書』
富山市教育委員会 ２０１２『富山市 百塚遺跡発掘調査報告書』
豊島尚宏 ２００５『弥生時代の鉄製刀剣』 奈良文化財研究所
婦中町教育委員会 ２００２『富山県婦中町 千坊山遺跡群試掘調査報告書』

― 34 ―




